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変位 は 実測値が 示 す よ うに時 間遅 れ を伴う。

丘〉 間隙水 圧 測 定値が示す よ うに ， 盛土荷重 に よ る間隙

水圧 の 増加応答に は 時間遅 れ が あ る の で，圧 密変形 は

盛土開始 と と も に起 こ る と考 え る よ り も盛土過程に お

け る即時変形後 （こ の 時 に も i）の よ うな時間遅れ があ

　る）に起 こ る とすれ ば，圧 密変形計算時 に用 い る 変形

係数は 即 時変形計算時 の 値 よ り小さくな っ て い る もの

　と予想 され る 。

fi） こ の よ うに 実測値 と計算値の 相違 は ， 土 の 応カ
ー

ひ

ず み 関係 の 非線形性，側方変位や間隙水圧挙動 に 表れ

た 時間遅 れ と と もに二 ，三 工 区の 実測値 の 相違 に表れ

た よ うな 地盤 の 不均
一

性 な どに 関連す る もの と 思わ れ

　る 。

6．　 あ と が き

　こ の 報告 で は ， 沈下量 ， 側方変形，間隙水圧 な どの 挙動

を み な が ら施工 管理 を行 っ た 結果 を述 べ た。特 に，二 次盛

土 工 事 は 当初計画 よ リ工 期を短 縮 し て 行 っ た た め ， 施工 中

の 動態観測 に よ る 管理 が 必要 で あ っ た 。 そ の 結果 ， 現場 で

の 観察 で は き裂 や 異常な変形 が 認 め られ ず，実測値 （図一

11） で は 破壊線 に 達す る こ とな く施 工 で きた 。 しか し，種
々 の 実測値 が示 す よ うに 地盤挙動は複雑で あり， 弾性論に

基 づ く即時変形 と圧 密変形 だ け で 経時的挙動 を説明 し き れ

な か っ た 。

　今回 の 実測例か ら今後 の 問題点 と して ，観測結果 の 施工

面 へ の 即時的 フ ィ
ードバ ッ ク ， 観測データー

整理 の 短縮化

な ど，施 工一動態観測体制 の 強化 の 必要性が残 され た と思

わ れ る。
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TBM に よる斜坑掘削一 下郷発電所
一

　下郷発電所 の 水圧管路斜坑を西独 ビル ト社製 トン ネル ポ

ーリ ン グマ シ
ー

ン （以下 T．B．M ）を用い て 掘削中で あ る

の で，T ．B ．M ．の 特長 と工 事概要 を紹介す る 。

　0 計 画 概要

　下 郷 発 電所 は，建設省が多 目的 ダ ム と し て 阿賀野川 上 流

部に建設す る 大川 ダム （重力式高さ 78m ）を下池 と し，阿

図一1 水 路 縦 断 図
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図一2　機 　　器　　配　　置 　　図

賀野川小支流小 野 川 の 上流部に大内ダ ム （ロ ッ ク フ ィ ル ，

高さ 102m ）を新設し て 上池 と し ， その 間 を 3．5km の 水

路で結ん で得 られ る約400rn の 有効落差 を利用す る 大規模

な純揚水式発電 所 （100 万 kW ） で あ る 。

　 O ビル ト T ．B ．M ，の 特長

　ビ ル ト T ．B．M ．は，現在 ヨ
ー

ロ ッ パ を中心 に30数か地点 ，

10万 皿 余 に 及 ぶ 実績 が あ り，特に 硬岩地帯と斜坑の 実績が

顕著 で ある。

　こ の ビル ト T ．B ．M ．の 主 な特長を列記する と，   作業の

安全性が高い
，   突出して い る セ ン ターカ ッ ター

部 に て 先

行掘削を行うの で
一

種の 心 抜き工法的な掘削 とな り硬岩 で

も掘削が可能，  パ イ ロ ッ ト機と リ
ー

ミ ン グ機 と の 組 み 合

わ せ に よ り， 大 口 径掘削が 可能，  地質 に応 じ掘削速度 を

変化で き るの で緩み領域を最少 に抑 え られ る ，   安定 した

直進性 ， な どが あ る 。

　○下郷斜坑掘削計画

　T．B ．M ．で 掘削す る 斜坑 （2 条） は ， 大戸層 （細料砂岩

と 礫岩 の 累層） に 位置 し，延 長 は 約500　m ，掘 削径 5．8m ，

勾配 37
°
で あ り，　掘削完了後内径 4．4m の 水圧鉄管が 設

置され る。掘削手 1頂は，初 め に 1号側をパ イ ロ ッ ト機に よ

っ て φ3．3m の 導流 を切 り上 が り， 貫 通 後 た だ ち に 解体 し

2 号側 に運搬して導坑掘削を行 う。

　同時に パ イ ロ ッ ト機を搬出した 1号側 で リ
ー

ミ ン グ機 を
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組立 て
， φ5．8m の リーミ ン グ坑 を切 り下が り， 1号 の 掘

削が完 了 した ら 2号 に 移設 し掘削 を行 う。

　○施 工 状 況

　 1号パ イ ロ ッ ト坑 は ， 昭和54年 6 月20日よ り本格的掘 i
’
i【j

を開始 し10月 6 日に貫通 した 。

　 1号 パ イ ロ ッ ト坑 の 施工 に 際 し て は，原則 と し て 11m

掘進後 ，
レ ー

ル ・ず リシ ュ
ー ト・配管等 の 設置作業 を行 う

方式を と っ た 。 推進 ス トロ
ー

ク は ， 最大 L2m で ある が，

ずり処理 の 関係上 0．9〜1．0 皿 を標準 ス トロ
ーク と した。

坑壁は，予想以上 に安定 して お り緩み域もほ とん どな い 状

態 で あ っ たが，安定上天端 に セ ル タ ミ ン 樹脂吹付を行 っ た 。

掘進中湧水 ・き裂 に よ り一部坑壁 の 崩落 が あ っ た が ， 全体

と して は ほ ぼ順調な掘進が可能で あ っ た 。

　ただ し ，
レ ー

ル
・
ず リシ ュ

ート設置作業の 占め る ウ エ ー

トが大 き く， 機械 の 実稼動率 が か な り低下する の で ，こ の

点に つ い て は多少改善 の 必要 が 考 え られた 。

　 1 号パ イ ロ ッ ト坑完了後，た だ ちに リ
ー

ミ ン グ機 を セ ッ

トし ， 54年12月 5 日 よ リ リーミ ン グ を開女台し た。 41m 掘

進 した 地点 で 作業 を休止 し，本年 3 月末まで 冬期休止 中 で

ある。

　 2 号パ イ ロ ッ ト坑 は ，
エ2月 22日に掘進を開始し ，

正 月休

み もあ っ た が ， 本年 2月末現在約 350m の 進行で あ る 。

　　　　　　　　　　　（文 責 ：星 野　茂　電源 開 発   ）
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